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遺跡名

 人部・峡遺跡第５地点発掘調査報告書

 第32集

 照林敏郎・小野麻人

東経 調査原因

要　　約 　人部・峡遺跡では過去４次の調査において弥生時代後期～古墳時代前期の方
形周溝墓や土坑・溝跡、古墳時代前期の集落跡、同後期の円墳周濠墓跡、中・近
世の溝跡、段切り状遺構、掘立柱建物跡の屋敷跡さらに縄文、弥生、古墳、中・近
世各時期の遺物の出土が確認されている。今回の調査対象地の面積は限られる
が、弥生時代後期の方形周溝墓２基と方形周溝墓の可能性をもつ土坑や溝跡など
が検出された。本遺跡での当該期での墓域の可能性や集落の存在を想定させる発
見は大きな意義をもつ。

主な遺構所収遺跡名

主体部を持つ方形周溝
墓検出。
主体部からガラス玉検
出。

人部・峡遺跡
第５地点

方形周溝墓2基
土坑2基

土坑群1箇所
溝跡1条
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